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まえがき

トノレコはアジアとヨｰロッパの境界域に位置し北側

は黒海により西側は工一ゲ海により南側は東部地中

海によって境いされている.そしてボスフォノレス海峡

とダｰグネノレス海峡によってそれぞれ黒海工一ゲ海と

結ばれているマノレマラ海を北酉部に含んでおり海岸線

は7,200隻mに及んでいる(第1図).陸域および隣接

の海域の地質ともに多くの不明な点複雑性カミあるカミ

トルコは地質家にとっての天然の研究室と考えられそ

してまた最近では海洋地質･海洋地球物理学の進展とと

もに海洋地質家海洋地球物理家によって大きな関心が

抱かれているわけである.

トノレコ周辺の海域の形成に関しては従来多くの見解カミ

ある.詳細についてはここでは省略しごくかんたん

にのべることにしよう.黒海はとくにこの数年間その

高いウラン含有量をもつ堆積物の存在のために有名にた

りそしてまた起源が日本海に類似しているという点で

関心がもたれている.黒海はもともと巨大抵内陸の淡

水湖であったカミエｰゲ海ダノレダネノレス海峡マルマ

ラ海ボスフォノレス域の沈降によって第三紀に柱ってか

ら地中海とつなカミったものと考えられている(その正確な

時期については研究者によって見解の相違がある).マノレマ

ラ海から工一ゲ海にかけての陸域の地質についてはまだ

完全には研究がおわっ甘いない.東部地中海の問題は

海洋地質家にとって大きな課題でありトノレコの大陸棚

域の研究の進展がその解決に役立つであろう.

海域の研究史

トノレコ海上保安庁によって1957年以来海底地形調査

が1961年以来海洋学的地質学的調査地球物理学的

調査(磁気重力音波探査)が行われている.このた

めには2隻の調査船｢チャンダルリ号｣と｢チャノレシャ

ンバ号｣が用いられている.またグラブ採泥器長

さ2mの重力ゴアラによる簡単な堆積学的調査も行われ

ている.

海洋生物調査はイスタンブｰル水産生物研究所によっ

て行われてきた.

1974年になってからは石油調査のために工一ゲ海にお

いてより詳細な地質･地球物理的調査が開始された

そして近代的な調査船｢MTAシスミクｰI号｣の建造

によりこの分野での新しいエポックがはじまったわけで

ある.
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第1図

トルコおよび

隣接域の地理
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MTAシスミク(Seismic)』号

この調査船は完全な海洋物理探査を行うのに必要なす

べての近代的な装備をそなえており次のような規模を

もっている.(第2-4図参照)

全長56.45m垂線間長51.85m

幅8.80m深さ4.70m

現在までのMTAシスミクｰI号による調査は次のよ

うに要約できる.

1)宿泊資源にたいする地球物理学的調査

このプロジェクトは1976年夏～1978年末までの計

画でトノレコ石油分社(T.RAαTu･ki･hP･t･･1･um

J･int･t･･}C･mp･ny)との共同調査として行われて

おり主として深部･浅部反射法地震波探査磁気

探査重力探査によっている.

㈩

高分解能地震波探査

このプロジェクトは1976･1977年にトノレコの南岸

のメルシンに近いアックユに原子力発電所を建設す

るために断層系の正確な位置を把握する目的で行わ

れた.1977年にはトルコとキプロス島との間の海

域で深部地震波探査が併用された.

3)ボスフオルス域の調査

1976年にハレムｰイェニカプとサラシャクｰサラ

イプノレヌとの間に海底鉄道トンネノレを建設するため

の調査が行われた.

4)北都工一ゲ海にお1ナる地震波探査

今後の計画

上記の計画は1978年末に終了する.その後MTAシ

スミクｰI号に若干のウインチとフレｰムを追加装備し

たうえで1979年からは海洋地質的･堆積学的･海洋物

書

､,蟻鱗第･図

第3図

工一ゲ海を調査

中のMTA-

SISMIK-I号�
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第4図海洋調査船MTA･SISMI趾I号の概要

その他

1975年にアンカラの中近東工科大学に海洋学部

が設立された.そして12mの長さの小型船が建

造され浅部地震波探査機器と堆積関係の機器が

そなえられた.海洋学部のキャンバスカミあるエ

ルデムリｰメノレジン付近たらびに地中海沿岸の若

干の地域でその小型船による調査が行われよい

成果をあげつつある.今後数年の間に別の調査

船の建造も計画中である.

1979年来ないし1980年にはイズミノレの工一ゲ大

学所属の｢ピリレイス号｣も建造され就航する

予定である.本船はMTAシスミクｰI号と同

程度の大きさをもち海洋地質･地球物理調査に

必要校機器が装備されることに扱っている.

上記から容易にわかっていただけると思うか

トノレコの海洋地質･地球物理調査研究は新しく確

立されたものではあるカミ急速に進展しつつある

分野である.

トノレコをとりまく魅惑的な海岸と美しい海はま

た地質学的にも魅惑的なそして大変興味深い多く

の謎をもった研究対象である.

理学的調査カミ計画されている.船には次のような観測

機器がそなえられることになっている.す狂わちピ

ストンコアラ重力ゴアラグラブサンプラ採水器

深海カメラサイドスキャンソナ流速計等である.

このプログラムは正確には1979年のはじめに決定され

同年の夏からは実際の調査が実施されることに祖ろう.

次の4プロジェクトカミ含まれる.
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海底鉱物資源(主として石油とウラン)探査に関するプ

ロジェクト.

純粋に科学的恋プロジェクト(水深調査詳細な堆積図

GDP研究).

海洋汚染をあつかうプ回ジェクト.

大学会社により決定され実施されるプロジェクト

上記プロジェクトのあるものについては経験豊かな外

国の科学者を招き共同研究を行うことが計画されてい

る.この目的のために1980年以降トルコ目本両国

の間で毎年3-4名の科学者交換を行うことが望ましい.

私達はこれカミもとになってさらに将来トノレコ目本共

同でもっと進んだプロジェクトを始めることを希望し
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〔訳者:水野篤行本稿は地質調査所海洋地質部に滞在研究中

のトルコ鉱物調査開発研究所研究員メｰメット･ファタオｰ

ル氏による英文原稿を訳したものである〕.�


